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◉
解
説
│
│
│
│
前
田
一
男（
立
教
大
学
教
授
）〈
＊
第
１
巻
の
巻
頭
に
付
す
〉

◉
推
薦
│
│
│
│
伊
藤
純
郎（
筑
波
大
学
教
授
）

荻
野
富
士
夫（
小
樽
商
科
大
学
名
誉
教
授
）

◉
体
裁
│
│
│
│
Ｂ
５
判
／
上
製
／
総
約
１
、１
５
０
ペ
ー
ジ

◉
揃
定
価
│
│
│
６
万
円
＋
税

◉
刊
行
│
│
│
│
２
０
１
８
年
11
月
一
括
刊
行

「
長
野
県

「
長
野
県

「教
員
赤
化
事
件」件」件

「
長
野
県

教
員
赤
化
事
件」

関
係
資
料
集

関
係
資
料
集

［編集復刻版］［編集復刻版］

全3巻
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『信濃毎日新聞』『長野新聞』1933（昭和8）年9月15日付の号外〈県立長野図書館所蔵〉

「二・四事件関係要図」〈『抵抗の歴史──
戦時下長野県における教育労働者の闘い』
労働旬報社　1969年刊より〉

「
長
野
県

長
野
県

長
野
県

「
長
野
県

「「
長
野
県

「「
長
野
県

教
員
赤
化
事
件」件」件

教
員
赤
化
事
件」

関
係
資
料
集

関
係
資
料
集

一
九
三
三
年
二
月
四
日
、治
安
維
持
法
違
反
と
し
て
始
ま
っ
た

大
規
模
思
想
弾
圧
事
件「
長
野
県
教
員
左
翼
運
動
事
件
」（
二
・
四
事
件
）

に
関
す
る

新
た
に
発
掘
さ
れ
た「
陳
述
速
記
録
」や
、当
時
の
長
野
県
学
務
課
で
保
管
さ
れ
て
い
た
各
種
関
係
文
書
二
〇
点
、

さ
ら
に
県
内
の
右
翼
団
体
ま
で
も
が
調
査
し
た「
極
秘
資
料
」を
復
刻
刊
行
！

一
九
三
〇
年
代
の
総
力
戦
体
制
を
確
立
さ
せ
、ま
た
そ
の
後
の
教
育
・
思
想
・
文
化
統
制
の
一
役
を
担
っ
た

治
安
維
持
法
の
実
質
的
運
用
の
実
態
を
検
証
し
、さ
ら
に
は
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
の
送
出
や

メ
デ
ィ
ア
統
制
の
強
化
へ
と
向
か
う
プ
ロ
セ
ス
を
解
明
す
る
た
め
の
格
好
の
資
料
群
！

［編集復刻版］［編集復刻版］

六
花
出
版

◉解説───── 前田一男
◉推薦───── 伊藤純郎
 荻野富士夫
◉揃定価──── 6万円＋税

全3巻

新
資
料
発
見
!!



一
九
三
三
年
二
月
四
日
、
長
野
県
諏
訪
地
方
を

中
心
に
始
ま
っ
た
、
大
規
模
思
想
弾
圧
事
件
「
長

野
県
教
員
左
翼
運
動
事
件
」（
二
・
四
事
件
）
は
、
日
本

労
働
組
合
全
国
協
議
会
や
新
興
教
育
同
盟
準
備
会

傘
下
の
教
員
組
合
員
に
対
し
て
、
治
安
維
持
法
違

反
と
し
て
検
挙
、
そ
の
全
検
挙
者
は
六
〇
八
名
に

も
及
び
、
そ
の
う
ち
教
員
が
二
三
〇
名
を
占
め
た

こ
と
か
ら
「
教
員
赤
化
事
件
」
な
ど
と
呼
称
さ
れ
た
。

今
回
初
め
て
公
刊
さ
れ
る
六
名
の
「
陳
述
速
記

録
」
や
、
当
時
の
長
野
県
学
務
課
に
一
九
三
二
（
昭

和
七
）
年
か
ら
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
ま
で
勤
務

し
て
い
た
村
松
益
治
氏
（
故
人
）
所
蔵
の
「
参
考
書
」

綴
り
に
残
さ
れ
た
学
務
関
係
資
料
二
〇
点
、
さ
ら

に
は
右
翼
団
体
「
信
州
郷
軍
同
志
会
」
が
ま
と
め
た

「
極
秘
資
料
」
な
ど
、
新
た
に
発
掘
さ
れ
た
関
係
資

料
を
収
録
し
解
説
を
付
し
て
復
刻
刊
行
す
る
。

自
由
教
育
で
知
ら
れ
る
教
育
県
長
野
で
起
き
た

こ
の
事
件
は
、
一
九
三
〇
年
代
以
降
の
総
力
戦
体

制
に
お
け
る
国
民
の
思
想
・
文
化
・
教
育
の
統
制

に
向
け
た
契
機
と
な
っ
た
。

ま
た
そ
の
後
の
検
挙
者
の
「
転
向
」
政
策
に
伴
う

満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
の
送
出
や
、
メ
デ
ィ
ア

統
制
の
強
化
へ
と
向
か
う
プ
ロ
セ
ス
は
、
ま
だ
ま

だ
解
明
す
べ
き
問
題
を
含
ん
で
い
る
。

（
六
花
出
版
編
集
部
）

刊行にあたって
内容見本

〈第1巻収録の「裁判資料より」〉

関連年表

年

月
事
項
〈
太
字
は
関
連
事
項
〉

１
９
１
４

７
第
一
次
世
界
大
戦
は
じ
ま
る

１
９
１
７

11
ロ
シ
ア
革
命

１
９
２
５

３
「
治
安
維
持
法
」
成
立

１
９
２
６

１
「
京
都
学
連
事
件
」最
初
の
治
安
維
持
法
適
用

１
９
２
８

３
「
三・一
五
事
件
」
共
産
党
員
の
全
国
的
大
検
挙

6
「
治
安
維
持
法
」
改
正
し
死
刑
及
び〈
目
的
遂
行
罪
〉を
追
加

１
９
３
１

９
柳
条
湖
事
件

１
９
３
２

５
「
信
州
郷
軍
同
志
会
」
設
立
。
国
家
主
義
的
政
治
結
社
、
中
心
的
指
導
者

は
中
原
謹
司
で
、
当
時
の
県
議
会
議
員（
の
ち
衆
議
院
議
員
）

８
国
民
精
神
文
化
研
究
所
を
設
置

１
９
３
３

（
昭
和
８
）
２
１
日
、
長
野
県
学
務
課
よ
り「
教
員
指
導
監
督
ニ
関
ス
ル
件
」通
牒

２
４
日
、
長
野
県
警
察
部
、
治
安
維
持
法
違
反
で
新
興
教
育
運
動
参
加
の

教
員
を
検
挙
。「
二・四
事
件
」の
始
ま
り

２

25
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』、
教
員
左
翼
事
件
の
社
会
的
影
響
か
ら
表
記
を

「
某
重
大
事
件
」と
し
、
関
係
記
事
も
差
し
止
め
と
す
る

3
国
際
連
盟
脱
退

７
滝
川
事
件

９

15
日
、
長
野
県
、
教
員
左
翼
運
動
事
件
の
報
道
記
事
を
解
禁

10

30
日
、
長
野
地
方
裁
判
所
「
教
員
左
翼
運
動
事
件
」の
分
離
公
判
を
開
始

１
９
３
４

４

17
日
、
長
野
地
方
裁
判
所
、
第
一
次
公
判（
諏
訪
地
区
）を
開
始

６
文
部
省
、
学
生
部
を
昇
格
し
思
想
局
を
設
置

10
９
日
、
東
京
控
訴
院
「
長
野
県
教
員
左
翼
運
動
事
件
」
被
告
に
判
決
、

一
三
名
全
員
が
実
刑
判
決
を
受
け
る

１
９
３
５

11
教
学
刷
新
評
議
会
を
設
置
、
思
想
統
制
を
強
化

１
９
３
６

２
「
二・二
六
事
件
」軍
部
の
台
頭
と
と
も
に
満
洲
移
民
計
画
が
策
定
さ
れ
る

９
文
部
省
、
日
本
諸
学
振
興
委
員
会
を
設
置

１
９
３
７

７
「
盧
溝
橋
事
件
」日
中
戦
争
本
格
化

７
思
想
局
を
廃
止
し
教
学
局（
外
局
）を
設
置

１
９
３
８

４
「
国
家
総
動
員
法
」
公
布

こ
の
年
か
ら
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
の
送
出
盛
ん
と
な
る
。
敗
戦
ま
で

に
八
万
六
千
人
に
達
す
る

１
９
３
９

５
文
部
省
、
道
府
県
思
想
対
策
研
究
会
設
置
を
通
牒

１
９
４
０

10
大
政
翼
賛
会
発
足

１
９
４
１

３
国
民
学
校
令
公
布
、
小
学
校
を
国
民
学
校
と
改
称

12
太
平
洋
戦
争
開
始

１
９
４
２

１
文
部
省
、
国
民
錬
成
所
を
設
置
、
中
等
諸
学
校
の
教
員
を
錬
成
・
指
導

１
９
４
４

６
学
童
集
団
疎
開
の
開
始

１
９
４
５

８
敗
戦

10
Ｇ
Ｈ
Ｑ
、
治
安
維
持
法
廃
止



「
慎
ミ
テ
県
下
ノ
教
育
界
ハ
過
去
ニ
於
テ
憂
ウ
ベ
キ
事
態
ヲ
起
コ
シ
タ

ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
自
覚
反
省
ニ
ヨ
リ
今
日
デ
ハ
ソ
ノ
懸
念
ナ
キ
ニ
至
リ

マ
シ
タ
」。

信
州
教
育
に
関
す
る
昭
和
天
皇
の
御
下
問
に
対
す
る
大
村
清
一
長
野

県
知
事
の
言
葉
（
一
九
三
五
年
五
月
一
三
日
付
「
長
官
謹
話
要
旨
」
）
か
ら
う
か

が
え
る
よ
う
に
、
信
州
教
育
は
、「
憂
ウ
ベ
キ
事
態
」
と
な
っ
た
「
長
野
県

教
育
赤
化
事
件
」を「
自
覚
反
省
」し
、満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
送
出
全

国
一
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、「
一
五
年
戦
争
下
の
軍
国
主
義
・
超
国
家
主

義
の
教
育
に
転
化
し
た
」と
さ
れ
る（『
長
野
県
教
育
史
』第
三
巻
総
説
編
三
）。

し
か
し
、
大
正
自
由
教
育
か
ら
軍
国
主
義
教
育
へ
の
画
期
と
さ
れ
る

「
憂
ウ
ベ
キ
事
態
」の
実
態
に
つ
い
て
は
、
充
分
な
解
明
が
行
わ
れ
て
き
た

と
は
い
い
が
た
い
。「
戦
慄
！　

教
員
赤
化
の
全
貌
」（
一
九
三
三
年
九
月
一

五
日
付『
信
濃
毎
日
新
聞
』号
外
）と
い
う
新
聞
報
道
と
は
裏
腹
に
、「
教
員
赤

化
の
全
貌
」
に
つ
い
て
は
資
料
収
集
や
総
合
的
な
考
察
な
ど
様
々
な
課
題

が
残
さ
れ
て
い
た
。

今
回
初
め
て
公
刊
さ
れ
る
「
裁
判
資
料
」（
第
１
巻
）
や
新
た
に
発
掘
さ

れ
た
関
係
資
料（
第
３
巻
）な
ど
を
収
録
し
、「
長
野
県
教
育
赤
化
事
件
」に

新
た
な
光
を
照
射
し
た
本
資
料
集
は
、
こ
う
し
た
課
題
を
克
服
す
る
だ
け

で
な
く
、
信
州
教
育
史
像
の
再
構
築
に
向
け
て
の
貴
重
な
資
料
集
と
な
る

と
思
う
。

本
資
料
集
は
二
つ
の
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。

一
つ
は
、『
長
野
県
教
員
左
翼
運
動
事
件
』や
長
野
県
学
務
課
の
各
種
文

書
を
通
し
て
、「
教
員
赤
化
事
件
」と
い
う
事
態
へ
の
応
急
的
収
拾
策
と
恒

久
的
対
策
の
具
体
相
が
鮮
明
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
教
当
局

の
資
料
群
と
長
野
県
特
高
課
作
成
の
『
長
野
県
社
会
運
動
史
』（
一
九
三
九

年
一
二
月
現
在
、『
特
高
警
察
関
係
資
料
集
成
』
第
二
一
巻
所
収
）
な
ど
と
の
比
較

異
同
に
よ
り
、
治
安
体
制
が
総
体
と
し
て
こ
の
事
件
を
テ
コ
に
教
育
統

制
・
思
想
統
制
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
っ
た
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

も
う
一
つ
は
、「
教
員
赤
化
事
件
」
の
リ
ー
ダ
ー
と
目
さ
れ
た
藤
原
晃
ら

六
人
の
長
野
地
方
裁
判
所
の
公
判
廷
に
お
け
る
裁
判
長
と
の
一
問
一
答
の

「
陳
述
速
記
録
」
が
収
録
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
治
安
維
持
法
に
つ
い
て
、

そ
の
司
法
処
理
過
程
の
「
予
審
終
結
決
定
」
や
判
例
と
し
て
確
立
す
る
大

審
院
判
決
は
か
な
り
存
在
し
、
拡
張
解
釈
を
重
ね
て
「
悪
法
」
の
限
り
を

尽
く
し
た
様
相
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
起
訴

や
予
審
、
そ
し
て
本
公
判
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
か
は
判
然
と
し
な
か

っ
た
。
六
人
の「
陳
述
速
記
録
」か
ら
は
、
公
判
廷
に
お
い
て
裁
判
長
が
判

決
を
下
す
う
え
で
事
件
の
ど
の
よ
う
な
部
分
に
焦
点
を
絞
り
、
執
拗
に
被

告
を
問
い
詰
め
、
筋
書
き
に
そ
っ
た
供
述
を
引
き
出
し
て
い
っ
た
か
が

生
々
し
く
読
み
取
れ
る
。
実
質
的
な
審
理
は
予
審
で
お
こ
な
わ
れ
、
本
公

判
は
そ
れ
を
形
式
的
に
な
ぞ
る
だ
け
と
い
う
先
入
観
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ

ら
の
「
陳
述
速
記
録
」
に
よ
れ
ば
、
い
か
に
裁
判
長
が
「
天
皇
の
裁
判
官
」

と
し
て
自
ら
の
職
務
に
忠
実
で
熱
心
で
あ
っ
た
か
も
わ
か
る
。

信
州
教
育
史
像
の

新
た
な
構
築
に
向
け
て

伊
藤
純
郎（
筑
波
大
学
教
授
）

治
安
維
持
法
公
判
廷
の
供
述
の

生
々
し
さ
を
伝
え
る
稀
有
の
史
料

荻
野
富
士
夫（
小
樽
商
科
大
学
名
誉
教
授
）

推薦します

内容見本

〈第２巻収録の「秘 長野県教員左翼運動事件」より〉

新たに発見された「正誤表」2枚



内容見本

〈第3巻収録の「参考書　村松」及び「極秘 長野県赤化運動ノ全貌並ニ調査表」より〉

復
刻
版

資
料
名
／
注
記

日
付
け
等

頁
数

第
１
巻

裁
判
資
料

１
９
３
４
（
昭
和
９
）
年
４
月
か
ら
５
月
に
長
野
地
方
裁
判
所
に
て
行
わ
れ
た

６
名
の
裁
判
記
録

〈
不
詳
〉

365
＋

解
説

藤
原
晃　

陳
述
速
記
録

〈
不
詳
〉

81

河
村
卓　

公
判
速
記

〈
不
詳
〉

92

小
松
俊
蔵　

公
判
速
記

４
月
30
日

77

西
条
億
重　

公
判
速
記

〈
不
詳
〉

44

福
沢
準
一　

陳
述
速
記

〈
不
詳
〉

42

矢
野
口
波
子　

陳
述
速
記

〈
不
詳
〉

29

第
2
巻

秘
長
野
県
教
員
左
翼
運
動
事
件

〈
不
詳
〉

386
＋

正
誤
表
4

第
3
巻

Ⅰ
「
参
考
書　

村
松
」〈
故
村
松
益
治
氏
所
蔵
〉

全
62
点
の
資
料
の
中
か
ら
、
事
件
に
関
連
す
る
内
容
物
20
点
を
収
録

計
355

七　

学
第
一
七
九
〇
号

市
町
村
立
尋
常
小
学
校
費
臨
時
国
庫
補
助
法
ニ
関
ス
ル
件
依
命
通
牒

１
９
３
２（
昭
和
７
）年
10
月
５
日

２

七　

学
第
一
七
九
五
号

学
校
給
食
臨
時
施
設
方
法
ニ
関
ス
ル
件

１
９
３
２（
昭
和
７
）年
10
月
６
日

８

知
事
訓
示
要
旨

（
昭
和
７
年
11
月
５
日
よ
り
14
日
に
至
る
各
郡
市
に
於
け
る
小
学
校
長
実
業
補

習
学
校
長
青
年
訓
練
所
主
事
会
議
に
於
て
）

１
９
３
２（
昭
和
７
）年
11
月

５

市
町
村
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
法
ノ
施
行
ニ
関
ス
ル
件

（
昭
和
８
年
３
月
31
日　

勅
令
第
49
号　

改
正
）

１
９
３
３（
昭
和
８
）年

４

全
国
視
学
制
度
調

１
９
３
３（
昭
和
８
）年
８
月
末

４

思
想
問
題
対
策
ニ
関
ス
ル
答
申
集

１
９
３
３（
昭
和
８
）年
度

28

長
野
県
教
員
左
翼
運
動
年
表

〈
不
詳
〉

17

左
翼
運
動
事
件
関
係
教
員
名
簿　

長
野
県

〈
不
詳
〉

18

長
野
県
女
子
専
門
学
校
思
想
事
件
概
要

〈
不
詳
〉

14

日
本
文
化
協
会
長
野
支
部
設
立
趣
意
書

〈
不
詳
〉

６

秘
最
近
に
於
け
る
長
野
県
教
員
の
思
想
傾
向

〈
不
詳
〉

７

左
翼
運
動
事
件
関
係
教
員
其
ノ
後
ノ
状
況
調

（
昭
和
11
年
５
月
現
在
）

１
９
３
６（
昭
和
11
）年

５

信
州
教
育
ニ
対
ス
ル
雑
感

１
９
３
６（
昭
和
11
）年
９
月

18

教
員
左
翼
運
動
事
件
関
係
者
名
簿

１
９
３
６（
昭
和
11
）年
11
月

22

中
等
学
校
長
会
議
案

〈
不
詳
〉

10

長
野
県
教
育
の
概
要

１
９
３
７（
昭
和
12
）年
４
月

14

知
事
訓
示
要
旨

（
自
昭
和
12
年
５
月
10
日
至
同
年
５
月
15
日
於
各
郡
市
小
学
校
長
並
青
年
学

校
長
会
議
）

１
９
３
７（
昭
和
12
）年
５
月

５

御
真
影
奉
護
ニ
関
ス
ル
注
意

１
９
３
８（
昭
和
13
）年
５
月
改
正

４

学
務
課
事
務
分
担

１
９
３
８（
昭
和
13
）年
４
月
制
定

18

昭
和
十
三
年
度
事
務
行
事
暦　

学
務
課

１
９
３
８（
昭
和
13
）年
度

11

Ⅱ　

極
秘
長
野
県
赤
化
運
動
ノ
全
貌
並
ニ
調
査
表

信
州
郷
軍
同
志
会
〈
長
野
県
内
の
右
翼
団
体
が
ま
と
め
た
赤
化
事
件

の
調
査
資
料
〉

１
９
３
３（
昭
和
８
）年
７
月

132

収
録
資
料
一
覧


